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小学校理科「観察・実験等の指導資料」の作成

初等理科研究班

「理数教育の充実」を改訂の要点とした学習指導要領が告示され，次年度より全面実施となる。

理科の時間数を増やし，内容だけでなく，観察や実験などの体験や探究的活動の充実が図られてい

るが，理科を指導している小学校教諭のうち，理科全般の内容の指導が「やや苦手」か「苦手」と

感じている教諭は約半数に上る※１）。そこで，当理科教育センターにおいて「小学校理科『観察・

実験等の指導資料』」を作成することとした。

［キーワード］理数教育の充実 小学校理科 観察・実験等 指導資料

はじめに

子どもたちの科学に関する意識や学習状況に

課題がさまざまな調査結果において指摘されて

おり，北海道議会においても取り上げられてい

る。来年度から全面実施される新学習指導要領

においては，「理数教育の充実」が改訂の要点

として挙げられ，理科の時間数を増やし，内容

だけでなく，観察や実験などの体験や探究的活

動の充実が図られている。しかしながら，科学

技術振興機構（JST）が実施した小学校理科教

育実態調査によると，学級担任として理科を教

える教員の約50％が，理科全般の内容の指導が

「やや苦手」か「苦手」と感じている※１）。理

科教育を充実させるためには，観察や実験の機

器の準備などどともに，新たな実験や探究的指

導に対応するための教員研修や情報の提供など

の，支援策が必要である。

１ 北海道議会における理科教育に関する質疑

応答（平成22年12月６日 第四回道議会定例

予算特別委員会第二分科会）

(1) 教育長答弁

中司哲雄委員（自民党・道民会議）

12月10日，ノーベル賞授賞式が行われま

す。本道から，初のノーベル賞受賞者が出

たことについての教育長の所感を伺いま

す。

教育長

本道出身者のノーベル賞受賞についてで

ございますが，鵡川町出身で，現在の道立

苫小牧東校等学校を卒業された鈴木章北海

道大学名誉教授が本年のノーベル化学賞を

受賞されたことは道民に大きな喜びをもた

らしたところでございます。

道産子としての初の受賞は，道内の大学

関係者のみならず，本道の子どもたちにも

勇気や希望を与えたものであると考えてい

るところでございます。

子どもたちの理科離れが言われて久しい

中，今回の受賞をきっかけとして，多くの

児童生徒に自然や科学に対する興味・関心

が高まってくるものと考えておりまして，

道教委といたしましても，こうした興味・

関心を活かして児童生徒一人ひとりに確か

な学力が育まれるよう理数教育をはじめ本

道教育の一層の充実に努めて参りたいと考

えております。

(2) 高校教育課課長答弁

中司哲雄委員（自民党・道民会議）

北海道が技術で勝負したり，人材輸出の

できる地域になるためには，理科教育です

とか産業教育，探求心を身につけさせるよ

うな教育を学校でしっかり行うべきと考え

ますがいかがでしょうか。

高校教育課長

理科教育や産業教育の充実についてでご

ざいますが，科学技術の分野においては，

世界的な競争が激化する中，次代を担う科

学技術系の人材を育成することは大きな課
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題となっており，その土台となります理数

教育や産業教育の一層の充実を図ることが

必要であると認識しているところでありま

す。

このため，道教委では，義務教育段階に

おいては，理数教育の充実を図るため，非

常勤講師等を配置し，観察や実験，レポー

トの作成など，知識・技能を活用する学習

活動の工夫・改善を図るとともに，企業の

技術者などの講師による理科の発展的な内

容についての特別授業や，理科教育センタ

ーによる移動理科教室を実施し，児童生徒

の科学への興味・関心や探求心を高めるほ

か，科学技術や理科，数学に関する教員の

指導力向上を図るため，理科教育センター

等における研修の充実に努めてきたところ

でございます。

また，高校におきましては，大学や研究

機関と連携いたしまして，先進的な理数教

育のプログラムの開発や，探究的な学習活

動を行う課題研究に取り組むスーパーサイ

エンスハイスクール事業を実施するととも

に，産業教育につきましては，バイオテク

ノロジーやメカトロニクスなど，先端技術

を取り入れた教育を行う，国の「目指せス

ペシャリスト」や道の「専門高校パワーア

ッププロジェクト推進事業」を実施するな

どいたしまして，生徒の探求心を培いなが

ら，人材の育成に努めてきたところでござ

います。

道教委といたしましては，今後とも，こ

うした取り組みの充実を図りますととも

に，科学技術や理科，算数・数学の充実に

対する興味・関心や探求心を一層高めるこ

とができますよう，各学校における指導方

法等の工夫改善を指導してまいる考えでご

ざいます。

(3) 義務教育課課長答弁

中司哲雄委員（自民党・道民会議）

現場の教員の話を聴いてみますと，子ど

もたちの物事への興味を持たせることが大

事と思っているのだけれども，そのことに

ついて非常に苦労しているとまあ，満たさ

れた子どもたちかなと思いますけれども，

そういう話をされます。

物事に興味を持たせる子どもの育成につ

いてどのような工夫がされているかお伺い

します。

義務教育課長

子どもに興味を持たせる指導についてで

ございますが，近年，子どもを取り巻く環

境が著しく変化する中，学習に対して無気

力や，生活習慣が身についていない子ども，

自分に自信がもてない子供が増えている傾

向にありまして，学校においては，子ども

に興味・関心をもたせる授業づくりに苦心

している傾向が見られます。

こうした中で，各学校においては，各教

科等の指導に当たって，子どもの興味・関

心や発達の段階に応じた課題の設定や日常

生活とかかわりの深い教材・教具の活用を

はじめ，自然体験やボランティア，ものづ

くりなどの体験活動や，理科の観察・実験

などを行う理科支援員の活用，地域の専門

的な知識・技能を有する人材による授業の

実施や，あるいは，読書などに関するさま

ざまな物事に興味・関心をもたせる指導に

努めているところでございます。

道教委では，こうした取組の中から成果

が上がっている学校の事例を毎年，報告書

としてとりまとめ，各学校に配付するなど

して，子どもたちが興味・関心をもって学

ぶ楽しさを実感しながら，基礎・基本の定

着が図られるよう支援しているところでご

ざいます。

２ 本道の理科教育

(1) 第４回本道の理科教育に関する実態調査結

果（教師に対する調査）※２）

図１「理科好きな児童生徒を育てるために教

師は何に取り組むべきか」から，どの学校種で

も「観察や実験など体験的な学習を重視する」，

「身近な自然現象と学習を関連づける」を選ん

だ教師の割合が高くなっている。



- 90 -

図２「理科に関する研修や研究の上で何が重

要と考えるか」から，「情報の入手方法など理

科に関する研修や研究で重要と考えること」の

回答について，学校種別にそれぞれの項目を選

んだ教師の割合を示したものである。重要だと

考えている割合が高い項目は，「知り合いの教

員からの情報入手」，「各種研究会への参加」，

「理科教育センターの研修講座への参加」，「理

科や教育関係の書籍・雑誌からの情報入手」,

「インターネットによる情報入手」であり，特

に「知り合いの教員からの情報入手」と「理科

や教育関係の書籍・雑誌からの情報入手」を重

視する割合は全学校種で40％を超えている。ま

た，「理科教育センターの研修講座」について

は，小学校で32％，中学校で38％，高校で42％

が重要と回答している。当センターが，情報の

入手先として期待されていることがわかる。

(2) 平成22年度小学校理科研修講座受講者の受

講後のアンケート結果から

図３は，今年度に理科教育センターを会場に

実施した小学校理科研修講座受講者の年齢，学

校規模，専門科目についての調査結果である。

小学校理科研修講座の全受講者に対し，31～

50才の受講者が62％，12学級以上が49％，理科

を専門としていない教員が70％を占めている。

図４は，理科を専門としている教員を取り出し，

年齢構成を表したものである。こちらも31～50

才の教員が69％と高い割合を占めている。当セ

ンターの研修講座が，各地域や学校の核となる

人材を育てていること，また，経験を積んだ教

諭の学び直しの場ともなっていることと読み取

ることができる。「理科が専門ではないため二

の足を踏んでいたが，もっと早く参加すればよ

かった」，「何度来ても，新しい発見や気付き

がある」などのアンケート記入が目立つ。
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図３ 小学校理科研修講座全受講者
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図１「理科好きな児童生徒を育てるために教

師は何に取り組むべきか」

図２「理科に関する研修や研究の上で何が重

要と考えるか」
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図５ 小学校理科移動研修講座全受講者
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図５は，研修会場を道内各地に設けて実施し

た，小学校理科移動研修講座受講者の年齢構成，

学校規模，理科を専門としているかの調査結果

である。理科教育センターを会場とした研修講

座(図３)と比べると，学校規模が５学級以下の

受講者の割合が40％と非常に高い。「研修には

参加したいのだが，小規模校であるため補欠体

制を組みづらい」，「附属理科教育センターが

会場であれば３日間の研修日程，さらに移動日

が１日必要となる。勤務地が遠隔地であるため，

参加することができない」などのアンケート記

入が目立つ。

(3) 初等理科「観察・実験等の実態調査」結果※２）

平成22年２月に，小学校３～６年の理科を指

導している教諭（総計208名，教職経験平均年

数15.4年）に協力していただいて，小学校理科

の教科書に掲載されている観察・実験などの実

施状況を調べた。
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図６ 「うまくできなかった」「行わなかっ

た」と回答された観察･実験などの割合
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図７ 「うまくできなかった」「行わなかっ

た」観察･実験などの割合が３割を超え

る学級の割合
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図４ 理科を専門とする小学校理科研修講座
受講者
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図６は，「うまくできなかった」「行わなか

った」と回答された観察･実験などの割合であ

る。各学年で実施される観察･実験などのうち，

1/5～1/3が「うまくできなかった」または「行

わなかった」という回答であった。

図７は，「うまくできなかった」「行わなか

った」観察･実験などの割合が３割を超える学

級の割合である。各学年で実施された観察･実

験などについて，「『うまくできなかった』ま

たは『行わなかった』観察･実験などが３割を

超える学級の割合」は第４学年が54％と最も多

く，最も少ない第３学年でも18％となった。第

４学年においては半分以上の学級で，第３～６

学年で平均すると全体の４割近い学級におい

て，教科書に掲載されている観察･実験などの

うち，３割を超える観察･実験などに苦労して

いることがわかる。

(4) 理科教育センターとしての取組

理科教育センターを会場として実施している

研修講座は，各地域や学校の核となる人材を育

てる役割を果たしている。北海道の理科教育を

レベルを更に高め，北海道の子どもたちの学力

向上のために，より一層，新しく加わった内容

に関する教材や問題解決の能力を育てる指導法

についての先進的な研究を行い，講座の中で実

践的に紹介していくべきである。と同時に，そ

のような教材研究・開発の力をもった教員を育

て，各地域で独自に研究を進めていただくため

に，教材研究・開発に特化した研修講座を開講

すべきである。

その一方で，理科の指導が「やや苦手」，「苦

手」と感じている小学校教員は，北海道内にも

多いことから，理科教育の裾野を広げ，底上げ

するために，理科教育の基礎を重点的に扱う講

座も開講する必要がある。また，小規模校が多

いことや北海道の広域性から，理科教育に関す

る研修を受けたくても受けられない小学校教員

が数多くいることが推測されることから，これ

までの理科移動研修講座をさらに充実したもの

とする必要がある。

さらに，さまざまな制約のために研修講座を

受講できない教員や，小規模校に勤務している

などの理由により，校内や近隣に理科の観察・

実験等について相談し，助言を得る相手を得ら

れずにいる教員等のために，使いたいと思った

ときにすぐに使える指導資料を作成，公開し，

多くの小学校教員に情報を提供することが必要

である。

３ 指導資料の作成

指導資料の作成に当たり，まず，小学校理科

研修講座テキストの様式を改めた。新様式のテ

キストを研修講座で用い，受講者の感想や意見

を参考にし指導資料を作成すれば，小学校教諭

にとって活用しやすい指導資料になると考えた

からである。

(1) 小学校理科研修講座テキストの改善

学習指導要領の改訂により新たに加わった内

容と，初等理科「観察・実験等の実態調査」結

果において「観察・実験等がうまくできなかっ

た」との回答が多かったものから，図８のよう

図８ 新様式の小学校理科研修講座テキスト
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に，テキストの様式を大きく改めた。観察や実

験の方法がわかりやすくなるように写真等を多

く用いるとともに，児童の思考の流れに沿った

指導や各学年で重点を置いて育成する問題解決

の能力を育む活動の例を具体的に記述した。

(2) 小学校理科「観察・実験等の指導資料」

図９ 指導資料(案)

小学校理科研修講座テキストのうち，新様式

に改めた各単元の内容に，図９のように系統的

な位置づけ，各観察・実験等の結果，研修講座

において口頭説明している内容の概略等を加え

て作成する。作成した指導資料は，今年度につ

いては当センターのホームページに掲載し，ダ

ウンロードして活用していただく予定である。

おわりに

小学校理科「観察・実験等の指導資料」は，

平成22年度，23年度の２カ年をかけ作成する。

指導資料を作成したことはメーリングリスト等

を用いて，道内の小学校と全国の教育センター

等の教員研修機関に案内する。指導資料を多く

の方々に活用していただき，できれば，活用し

たご意見やご感想をいただければ幸いである。

いただいたご意見やご感想を参考に，指導資料

を改訂し，理科教育の充実に資するものにブラ

ッシュアップしていきたい。
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